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複合施設内に建設予定の新図書館につ
いてお伝えします。  
 
１	
 新図書館の問題点について 
市の現在の構想では、現図書館はそのまま本館（歴史書

館）として残し、貸し出し機能を含めた一般図書を駅前に

持っていこうとしています。分館といっていますが、新図

書館が実質的な本館になると思われます。ある方は、現図書

館の一般図書が駅前に行けば、おのずと人が来なくなり活気がな

くなることを懸念されていました。そもそも図書館を二分化し駅

前に持ってくる必要性があるのでしょうか。また、二分化できる

ほど新発田市の財政は豊かなのでしょうか。 
新図書館駐車場は 100 台の駐車が可能とのことです。このこ

とだけでも理想的な図書館を始めることは困難と直感しました。

不足する場合は、周辺駐車場を利用するそうです（新発田市所有

の旧ジャスコ跡地を利用すると聞いています）。しかし、学生の

ための入居棟も併設する計画があることから、本当に足りるのか

危惧します。子供を連れた親にとって、車の乗り降りの際には幅

広い駐車スペースが必要です。また、雨・雪などのとき不便です。

本来、図書館駐車場は無料が原則です。しかし、駅利用者や周辺

の有料駐車場との関係からも図書館利用者だけ無料となるので

しょうか。他に、管理運営面での問題、図書館を二分化すること

での維持費の問題、駅前道路の渋滞のこと等が懸念されます。 
補助金を使って、どうしても図書館を建設するというのであれ

ば、新図書館は、現図書館横に増設すればよいと考えていま

す。この場所も、現構想同様に補助金が使えます。広い駐

車スペースも確保でき、駐車料金も問題なく無料です。利

用者にとっては古書も一般図書も両方閲覧でき維持費も節

約できます。歴史を踏まえた、時流に流されない、新発田

市独自の図書館をつくりたいものです。このまま事を進め

れば新庁舎同様に、またもや中途半端な図書館ができそう

です。  
商工会議所が移転を断念した今、何がなんでも図書館を複合施

設に利用するしかないというのが実際の理由のように思えます。 
 
２	
 市民不在のまま図書館建設計画が進んでいま

す。 
406名の署名が集められ複合施設、特に図書館問題について市

民との直接対話の場を持って欲しいとの趣旨でパブリックコメ

ントとして提出されましたが、対話の場の設定がかないませ

んでした。反対意見がでることを恐れてのことでしょう。

結果、ワークショップという形になりました。ワークショ

ップは、複合施設建設はもちろん、貸し出し機能と一般図

書を移す事が決定されたとして開催されるものです。議会を

傍聴している限り複合施設、図書館建設や一般図書館の移転等、

まだ決定されておらず、変更できる可能性があると信じていた私

は、複合施設問題が議論される 8 月 6 日の総務常任委員会を傍
聴しました。他に 20名近くの市民の傍聴がありました。その委
員会の席で、委員会がまさに開催されている同日に、設計者

の競争入札が実施されていることを行政側から聞かされた

のです。私は愕然としました。これが行政側のやり方です。し

かし、この委員会において、図書館建設や一般図書を駅前に持っ

て行くことは、まだ決定していないことが確認できました。 
中心市街地活性化セミナーにおいて「私の言っていることをき

きなさい」と威圧的に壇上で言われた下妻新副市長のことばが今

も耳に残っています。市職員は市長の命令どおり、実に良く働い

ています。市民に気づかれないように、真実を知らせないように

着々と事を進めています。 
新発田市民が二階堂市長を選んだのです。改めて選挙の

大切さを実感しています。  
 
３	
 市会議員の皆様の力をお借りしました。 
私は、今度こそ新庁舎と同じ結果にしてはならないという想い

から、市民の代表者である市会議員の方々の力をお借りしようと

意を決し、殆どの議員に電話をしました。そっけなく「手短に」

と最初から釘を刺さされる方も何人かいらっしゃいましたが、た

いていの方が時間をさいて話を聴いてくださいました。一方、総

務常任委員会の前日に、現構想への疑問点を文章にし、全ての議

員に届けました。電話で話をするなかで、各議員に対する認識が

変わりました。色々な立場で行動した人達がいた結果、ある議員

が、市が計画している、設計者が主催のワークショップとは

異なる場で、市民の声を聴いてはどうか、このままだと新

庁舎問題同様に禍根を残すことになると言ってくださいま

した。今後の行政側の対応を見守りたいと思います。 
 
８月25日に開催予定のワークショップ(参加申込が必要)では、

あらゆる面から意見を述べてよいとのことです。しかし、行政側

は、図書館建設は決定したこととして、機能面のみに目が向くよ

う学生の参加を要請するなどし、強硬に事を進めるでしょう。今

の私にできるのは、私が知りえた現状を、少しでも早く皆様にお

伝えする事だけです。読んでくださった皆様が図書館問題に関心

を持って頂き、内容を確認していただくようお願い致します。 
	
 次回は駅前複合施設基本設計が、ほぼ決定すると思われる９月

議会の様子を伝えたいと思います。 
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